
企業ロゴ等

１．取組実績
（１）ホームページでの情報発信
2月20日に弊会ホームページにおいて、国際植物防疫年の内容とオフィシャルサポーターと

しての全農の取組みを情報発信した。
（２）広報誌「全農ウィークリー」での周知
2月24日Vol.916の「全農ウィークリー」において、国際植物防疫年の内容とオフィシャル

サポーターとしての全農の取組みをJAや取引先、マスコミに情報発信した。
（３）JAグループ安全防除運動チラシでのロゴの周知
例年6月に強化している安全防除運動で使用するチラシにおいて、国際植物防疫年のロゴを

掲載し、知目度向上を図った。
（４）日本農業新聞の広告でのロゴ周知
6月1日の日本農業新聞に掲載した安全防除運動の広告内に国際植物防疫年のロゴを掲載し、

知名度向上を図った。

２．取組による効果
（１）ホームページでの情報発信
ホームページにおける情報発信により、閲覧者への啓発と全農の取組みを周知した。（アク

セス数1420回（3～7月））
（２）広報誌「全農ウィークリー」での周知
広報誌（3万4千部＋web公開）の周知により、読者の意識向上と全農の取組みを周知した。

（３）JAグループ安全防除運動チラシでのロゴの周知
JAグループ内に約56万枚のチラシを配布し、関係者および生産者の知名度向上に資した。

（４）日本農業新聞の広告でのロゴ周知
全国の読者への知名度向上に資した。

３．今後の予定・展望
（１）全農が実施する各種講習会において情報発信する。

＜連絡先＞
耕種資材部 技術対策課 池町健太 03-6271-8291
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農薬工業会

１．取組実績

（１）ホームページでの情報発信
当会ホームページ上に「国際植物防疫年2020」のバナーを設置し、国際植物

防疫年2020を紹介。

（２）会員への周知
当会会員に対して国際植物防疫年2020オフィシャルサポーターの活動を紹介。

２．取組による効果

当会会員に対する国際植物防疫年2020オフィシャルサポーターの活動紹介によ
り、数社が国際植物防疫年2020オフィシャルサポーターに認定された。

３．今後の予定・展望

（１）引き続き、ホームページでの情報発信等を通じて、関係者に対して植物防
疫の重要性を周知。

（２）農薬使用者を対象とした研修会を開催し、参加者に対して植物防疫の重要
性を周知。

＜連絡先＞
農薬工業会 小川安則
03-5649-7191 ogawa@jcpa.or.jp
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１．取組実績

（１）当会ホームページに国際植物防疫年2020の趣旨及び取り組みを紹介し、植物
防疫及び植物検疫の重要性を周知中（令和2年2月～ ）

（2）当会機関紙「日くん協だより」に関係記事を掲載し、国際植物防疫年の趣旨及
び活動内容を紹介（令和2年3月31日 No.139号）

（3）当会理事会及び通常総会において、国際植物防疫年2020及び当会活動内容を
説明（令和2年3月24日、6月5日）。

（4）当会事務局から送信するメールにロゴマークを掲載中（令和2年2月～ ）

（5）国際植物防疫年2020を推進する第8回アジア植物病理学会に協賛（開催中止の
ため事務局（日本植物病理学会）に協賛金を寄附）（令和2年4月10日）

２．取組による効果

（1）機関紙「日くん協だより」の配布等（約400部）により会員及び関係者に対
して、あらためて植防疫及び植物検疫に対する認識を深めて貰う。

（2）植物検疫くん蒸作業主任者（年間約200名が受講）に植物検疫の重要性を再
認識して貰う。

（3）ホームページに掲載し、不特定多数の閲覧者対して、国際植物防疫年2020の
記事により植物防疫及び植物検疫の重要性を認識して貰う。

３．今後の予定・展望

（1）当会が実施する植物検疫くん蒸作業主任者に対する講習会において、国際
植物防疫年の趣旨及び取り組みを紹介し、植物防疫及び植物検疫の重要性を
周知する（令和2年10月8日～12月4日、開催地：札幌、仙台、新潟、東京、
横浜、名古屋、神戸、広島、福岡）。

（2）その他
＜連絡先＞

一般社団法人日本くん蒸技術協会
専務理事 大村克己
電話03-3833-6923 FAX03-3833-6925
Mail: omura@nikkunkyo.or.jp
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機関紙「日くん協だより」
令和2年3月31日 No.139

日くん協ホームページ
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１．取組実績
（１）ホームページでの情報発信
当社ホームページにおいて、国際植物防疫年2020のロゴ及び Web サイトの
リンクを掲載しました。（2020年3月より実施）

（２）社内報での周知
当社社員向けに毎月発行する社内報において、国際植物防疫年2020のロゴ及び
Web サイトのリンクを掲載するとともに、国際植物防疫年2020の趣旨と植物防
疫の重要性を周知しました。（2020年3月より実施）

（３）社内新人研修での周知
新人研修において、国際植物防疫年2020の趣旨と植物防疫の重要性を学び、
理解を深めました。（2020年4月2日に実施）

２．取組による効果
（１）当社ホームページを閲覧する当社製品の取引先・使用者等に対して、植物
防疫の認知度の向上を図っています。

（２）社内報への毎月の記事掲載により、植物防疫の重要性を再認識し、社員の
周知活動への参加を促しています。

（３）研修を受講した新人社員が植物防疫の重要性を理解し、周囲に情報発信す
る動機づけになりました。

３．今後の予定・展望
（１）引き続きホームページに国際植物防疫年2020のロゴ及び Web サイトの
リンクを掲載し、植物防疫の認知度の向上を図ります。

（２）社内報への毎月の記事掲載を継続し、社員に周知活動への参加を促します。

（３）次回の新人研修においても、周知を行なう予定です。

左：当社ホームページにおけるロゴの掲載（破線囲み部）
下：社内報における周知記事
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国立大学法人
鳥取大学乾燥地研究センター

１．取組実績
（１）ホームページでの情報発信
鳥取大学乾燥地研究センター（ALRC）ホームページに、「国際植物防疫年2020」のバナー

リンクを載せるとともに、ニュースリリースにおいて「国際植物防疫年2020オフィシャルサ
ポーター」に認定されたことを報告した。
また、ALRC乾燥地植物資源バンク室ホームページにおいて、トップ頁上で「国際植物防疫

年2020」を周知するとともに、農林水産省の国際植物防疫年2020サイトにリンクしている。

（２）会報の周知
ALRCが年3回発行している「とっとり乾地研倶楽部会報」（vol.20 No.1）のNEWSコーナー

において、国際植物防疫年を周知するとともに、ALRCの取り組み内容を掲載した。

３．今後の予定・展望
（１）引き続きホームページでの情報発信を通じて、「国際植物防疫年2020」の周知活動を続

ける。

（２）教職員および学生を対象としてセミナー（9月予定）を開催し、「国際植物防疫年2020」
を周知するとともに、植物防疫の重要性に対する認識を高める。

２．取組による効果
（１）ホームページでの情報発信

ALRCホームページ（トップ頁アクセス数約1,200回／月）における情報発信により、訪問者
に「国際植物防疫年2020」が周知された。また、乾燥地植物資源バンク室ホームページ
（トップ頁アクセス数約150回／月）には植物に興味を持つ訪問者が多く、植物防疫の重要性
について再認識されていると考える。

（２）会報での周知
「とっとり乾地研倶楽部会報」（発行数500部）における報告により、会員らに植物病害虫

のまん延防止の重要性が再認識されている。

乾燥地植物資源バンク室ホームページ とっとり乾地研倶楽部会報

＜連絡先＞
乾燥地植物資源バンク室 （留森寿士）
plant@ml.alrc.tottori-u.ac.jp                                                                      16



（公財）中央果実協会

（２）広報紙「中央果実協会ニュースレター」令和２年３月号（約１,２００部）において、
農林水産省植物防疫課からご投稿いただいた記事「国際植物防疫年2020（IYPH2020)に
ついて」（1.3頁）を掲載し、国際植物防疫年の趣旨、取組等について情報発信した。

（３）当協会ウェブサイトのトップページに「国際植物防疫年2020」の日本語ロゴのバナー
（FAO駐日連絡事務所ご提供）を掲示し、農林水産省ウェブサイトの国際植物防疫年
2020のページへのリンクを張らせていただいた。（当初、当協会サイト内に特設ページ
を設置する計画であったが、農林水産省のウェブサイトが最も充実していることから、そ
ちらへのリンクとした。）

１．取組実績

（１）広報紙「中央果実協会ニュースレター」３月号、５月号、７月号（各約１,２００部）
及び「海外果樹農業ニュースレター」４月号、６月号（各約９００部）の表紙に「国際植
物防疫年2020」の日本語ロゴ及び「中央果実協会は国際植物貿易年2020のオフィシャル
サポーターです。」の文言を掲載した。

（２）広報紙へのご投稿掲載

（１）広報紙表紙へのロゴ表示（拡大）

                                                                     17



２．取組による効果

（１）広報紙への記事掲載
広報紙（約１,２００部）への記事掲載により、生産者・生産者団体、独法・試験研究機関、

都道府県の果樹関係部局（行政及び試験研究部門）、大学、栄養士会、農業・食品関係団体、
流通関係団体等に対し国際植物防疫年の趣旨・取組について周知が図られた。

（２）ウェブサイト、広報紙での周知
ウェブサイト、広報紙（延べ約５４００部）へのロゴ掲載により、国際植物防疫年であるこ

との周知、農林水産省ホームページへの誘導が図られた。

３．今後の予定・展望

（１）引き続きウェブサイトに国際植物防疫年のロゴマークを掲示して農林水産省ウェブ
ページへの誘導を図る。

（２）８月から１２月に発行予定の上記広報紙誌２紙（延べ約５,１００部）に国際植物防疫
年のロゴマークを掲載し周知を図る。

（３）メールマガジン（約１,０００部）に記事を掲載する。

＜連絡先＞
情報部（横井）
03-3586-1381 yokoi@kudamono200.or.jp

（３）ウェブサイトへのロゴ掲示

ロゴ掲示
（農林水産省サイト

へのリンク）
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全国共同出版株式会社

１．取組実績
（１）月刊誌『農業協同組合経営実務』2020年4月号から表紙にロゴマークを表記し、啓蒙活

動をスタートしました。

（２）月刊誌『農業協同組合経営実務』2020年4月号の編集後記で紹介し、特設サイトアクセ
スのためのＱＲコードを表記しました。（左図）

（３）公式サイト（http://www.zenkyou.com/）内に特設サイトを設置いたしました。
全国共同出版ＩＹＰＨ特設サイト http://www.zenkyou.com/sp/iyph/ （右図）

２．取組による効果
（１）月刊誌『農業協同組合経営実務』による啓蒙活動

表紙にＩＹＰＨのロゴを毎号表示することにより主な対象読書（全国のＪＡ、農協研
究者）およびＷＥＢストア（アマゾン、富士山マガジン）への啓蒙により取組への関
心が高まった。（月刊誌発行部数6,000部）

（２）特設サイトでの周知
特設サイトでＦＡＯのＰＶ、関連先リンク等を表示し一般のネットユーザーに取組み
の紹介ができた。また、月刊誌と連動すること（ＱＲコード等）により誌面だけでは
伝えきれない情報を共有できた。

３．今後の予定・展望
（１）月刊誌『農業協同組合経営実務』の表紙ロゴおよび文中のＱＲコードを引き続き掲載

し啓蒙と特設サイトとの連携をはかる。

（２）特設サイトの内容を更新し、関連情報の発信に努める。
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一般社団法人 岡山県植物検疫協会

１．取組実績
（1）理事会での報告
本年4月に開催を計画していた当協会の理事会を、新型コロナウイルスの感染

症拡大の影響により、書面決議（4月23日決議のあった日）として実施した。理
事会の資料に「国際植物防疫年2020のロゴ」及び報告資料として「国際植物防疫
年2020オフィシャルサポーターの認定報告に関する件」として掲載し、理事・監
事に送付し、周知した。
（2）社員総会での報告
本年5月25日に開催した当協会の社員総会は、新型コロナウイルス感染症の拡

大影響により、規模を縮小して拡大防止策の３密を避ける方法として少人数での
開催となった。総会資料として、理事会の報告資料と同様な内容を掲載し、説明
を行って周知した。
（3）その他
関係者に対しての連絡の際に、国際植物防疫年2020のロゴの掲載を行い、周知

を行った。

２．取組による効果
（1）理事会での報告
書面決議の開催であったが、理事・監事（10名）に対して国際植物防疫年2020

の主旨及び当協会の取り組みが理解された。
（2）社員総会での報告
資料の配布は当協会会員57社に行い、開催は少人数（会員5名、事務局2名）で

の出席であったが、資料に基づき説明を行うことができたことから、国際植物防
疫年2020の主旨及び当協会の取り組みがより理解された。

３．今後の予定・展望
例年11月に開催を予定している植物検疫くん蒸安全旬間連絡会において、植物

防疫年2020の主旨等の説明を行い植物検疫の認識の向上を図る。また、一般社団
法人全国植物検疫協会が作成した植物検疫くん蒸安全旬間ポスター（国際植物防
疫年2020のロゴの掲載）を関係者に配布して本活動を周知する。
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